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ド
ラ
イ
バ
ー
地
位
向
上
に〝
奔
走
〞

  

「
ク
ロ
ネ
コ
ヤ
マ
ト
の
宅
急
便
」
で
お
馴

染
み
、
宅
配
便
最
大
手
の
ヤ
マ
ト
運
輸
。

１
９
７
６
年
の
開
始
以
来
、
消
費
者
目
線

の

「
痒
い
と
こ
ろ
に
手
が
届
く
」
サ
ー
ビ

ス
を
次
々
に
開
発
・
発
信
、
取
扱
量
を

着
実
に
増
や
し
て
来
た
。
ま
さ
に

「一
歩

前
へ
」
精
神
の
賜
物
で
、
宅
配
文
化
を
世

に
根
づ
か
せ
た
パ
イ
オ
ニ
ア
と
言
っ
て
い
い
だ

ろ
う
。

　

だ
が
、
こ
こ
に
来
て
、
人
手
不
足
な
ど

を
理
由
に
、
初
の
取
扱
量
の
削
減
や
配
送

時
間
指
定
の
見
直
し
な
ど
を
決
意
。
「
飽

く
な
き
サ
ー
ビ
ス
向
上
」
を
至
上
と
し
て

来
た

「
宅
急
便
」
は
、
大
き
な
転
換
点

を
迎
え
て
い
る
の
は
周
知
の
と
お
り
。 

　

と
こ
ろ
が
、
タ
イ
に
目
を
向
け
る
と
、

今
年
１
月
か
ら
宅
配
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し

た
同
社
の
勢
い
が
止
ま
ら
な
い
。

 　

そ
の
快
進
撃
の
実
情
に
つ
い
て
、
同
社

と
タ
イ
素
材
大
手
サ
イ
ア
ム
・
セ
メ
ン
ト
・

グ
ル
ー
プ

（
Ｓ
Ｃ
Ｇ
）
と
の
現
地
合
弁
会

社

「
Ｓ
Ｃ
Ｇ
ヤ
マ
ト
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
の
濱

西
陽
司
代
表
を
直
撃
し
た
。 

　

「
そ
も
そ
も
タ
イ
に
は
、
個
人
配
送
サ

ー
ビ
ス
自
体
が
浸
透
し
て
お
ら
ず
、
長
ら

く
郵
便
局
が
こ
れ
を
担
っ
て
来
ま
し
た
が
、

タ
イ
人
は
品
質
面
で
の
不
安

（き
ち
ん
と

届
か
な
い
、
破
損
・
欠
損
・
紛
失
な
ど
）

を
理
由
に
、
あ
ま
り
利
用
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
民
間
企
業
も
一
部
参
入
し
つ
つ

あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
黎
明
期
と
言
え
る
状

況
で
す
」

　

濱
西
氏
は
開
口
一
番
、
同
国
の
宅
配
事

情
を
こ
う
説
明
す
る
。 

　

ま
さ
に
、
「
宅
急
便
」
が
日
本
で
誕
生

し
た
１
９
７
０
年
代
そ
の
も
の
が
、
現
在
の

タ
イ
と
言
っ
た
と
こ
ろ
だ
ろ
う
か
。
今
で
こ

そ
当
た
り
前
だ
が
、
「
遠
く
離
れ
た
両
親

や
知
人
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
送
る
」
「
手
ぶ

ら
で
ゴ
ル
フ
や
ス
キ
ー
に
行
く
」。
果
て
は
、

「
全
国
津
々
浦
々
の
名
産
品
を
産
地
か

ら
届
け
て
も
ら
う
」
な
ど
、
「
宅
急
便
」

の
革
新
的
な
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た

消
費
文
化
は
数
多
い
。
宅
配
文
化
が
日
本

人
の
生
活
ス
タ
イ
ル
を
変
え
た
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
と
同
じ
現

象
が
こ
の
地
で
も
で
も
起
こ
っ
て
い
る
。 

　

今
年
１
月
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
後
、
３
カ
月

で
取
扱
量
は
15
万
個
超
と
予
想
を
上
回

る
ペ
ー
ス
で
拡
大
、
タ
イ
の
消
費
者
か
ら

好
評
を
博
し
て
い
る
。
支
持
さ
れ
る
理
由

は
簡
単
だ
。
タ
イ
人
に
と
っ
て
、
日
本
は

製
造
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
観
光
な
ど
あ
ら
ゆ

る
面
で
品
質
へ
の
信
頼
度
が
高
い
。
当
然
、

日
本
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
運
送
業
者
で
あ
れ

ば
、
配
送
品
質
も
高
い
と
想
像
す
る
。
後

は
、
実
際
に
タ
イ
の
利
用
者
に
品
質
の
高

さ
を
実
感
し
て
も
ら
い
、
真
の
価
値
を
認

め
て
も
ら
う
こ
と
で
、
リ
ピ
ー
タ
ー
が
増

え
て
く
る
と
い
っ
た
具
合
だ
。 

　

ま
た
、
同
社
サ
ー
ビ
ス
の
根
幹
で
も
あ
る
、

セ
ー
ル
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
（Ｓ
Ｄ
）
の
教
育
に
は
、

日
本
か
ら
現
場
上
が
り
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
を
呼
び
、
現
場
に
張
り
つ
い
て
直
接

的
な
指
導
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
も
功
を

奏
し
て
い
る
。

　

同
国
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
社
会
的
地
位
は

決
し
て
高
い
と
は
言
え
ず
、
ま
し
て
や
正

社
員
で
登
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
は
少
な
い
。

　

し
か
し
、
同
社
の
総
て
の
Ｓ
Ｄ
は
正
社
員
。

教
育
面
に
お
い
て
も
、
日
本
人
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
が
新
人
Ｓ
Ｄ
と
共
に
ト
ラ
ッ
ク

日
本
の
１
・
４
倍
の
国
土
で

「宅
急
便
」
初
挑
戦

　

「
週
刊
ワ
イ
ズ
」
編
集
長

　
　
　
　
　
　
　

（
バ
ン
コ
ク
在
住
）

　

             

北
川 

宏

 　

い
よ
い
よ
タ
イ
に
乗
り
込
ん
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヤ
マ
ト
運
輸
の
勝
算
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に
乗
り
込
み
、
朝
か
ら
晩
ま
で
汗
を
か
き

な
が
ら
、〝
体
〞
で
教
え
る
。
「き
ち
ん
と

荷
物
を
両
手
で
お
渡
し
し
て
い
る
か
、
笑

顔
で
接
し
て
い
る
か
な
ど
、
細
か
な
気
配

り
が
で
き
る
よ
う
、
日
々
指
導
・
努
力
を

し
て
い
ま
す
」
（同
氏
）。

　

さ
ら
に
、
タ
イ
人
ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
、

外
国
人
が
自
分
達
と
同
じ
目
線
・
立
ち

位
置
で
働
く
姿
は
新
鮮
に
映
る
だ
け
で
な

く
、
「
ヤ
マ
ト
の
ド
ラ
イ
バ
ー
」
と
い
う
自

信
と
誇
り
に
も
つ
な
が
る
相
乗
効
果
を
発

揮
し
て
い
る
と
い
う
。 

配
送
網
拡
大
の
キ
モ
は
「
合
弁
」 

　

シ
ナ
ジ
ー
は
他
に
も
あ
る
。
日
本
に
お

け
る

「ク
ロ
ネ
コ
ヤ
マ
ト
の
宅
急
便
」
と
い

う
ブ
ラ
ン
ド
は
、
す
で
に
確
立
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
現
地
で
も
、
都
会
の
バ
ン
コ
ク
在
住

者
の
多
く
は
、
日
本
へ
の
旅
行
を
経
験
済

み
で
、
空
港
な
ど
で
宅
配
便
を
利
用
し
た

こ
と
の
あ
る
タ
イ
人
も
少
な
く
な
い
。

　

つ
ま
り
、
潜
在
需
要
は
存
在
す
る
の
で

あ
る
。
そ
こ
に
、
日
本
ブ
ラ
ン
ド
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
の
よ
さ
が
追
い
風
と
な
り
、
利

用
者
増
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。  

　

と
は
言
え
、
タ
イ
の
面
積
は
日
本
の
１
・

４
倍
で
、
人
口
は
約
半
分
の
６
７
０
０
万
人
。

地
方
で
は
当
然
、
「ク
ロ
ネ
コ
」
を
知
る
人

は
少
な
く
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
Ｓ
Ｃ
Ｇ
の

知
名
度
の
方
が
遥
か
に
高
い
。
今
後
宅
配

網
を
拡
大
さ
せ
、
津
々
浦
々
に
ま
で
サ
ー

ビ
ス
体
制
を
整
え
る
に
は
、
現
地
企
業
と

の
合
弁
が
必
須
で
、
こ
れ
に
よ
り
シ
ナ
ジ

ー
効
果
が
発
揮
さ
れ
る
の
だ
と
い
う
。 

　

「Ｓ
Ｃ
Ｇ
と
日
本
企
業
が
組
ん
で
い
る
こ

と
で
、
利
用
者
か
ら
の
信
頼
は
高
ま
り
ま

す
。
ま
た
、
地
方
取
扱
店
を
増
や
し
、

ド
ラ
イ
バ
ー
や
作
業
ス
タ
ッ
フ
の
雇
用
面
で

も
、
Ｓ
Ｃ
Ｇ
で
働
け
る
と
い
う
ス
テ
ー
タ
ス

が
効
力
と
な
り
集
ま
り
や
す
く
、
あ
る
い

は
、
両
親
や
親
族
に
と
っ
て
も
鼻
が
高
い

と
い
っ
た
ブ
ラ
ン
ド
効
果
が
現
れ
る
で
し
ょ

う
」
（同
） 

　

現
在
、
サ
ー
ビ
ス
エ
ア
リ
ア
は
バ
ン
コ
ク

首
都
圏
に
限
定
さ
れ
て
い
る
が
、
年
内
に

荷
物
の
集
配
ポ
イ
ン
ト
３
０
０
カ
所
を
設

置
。
５
月
か
ら
は
東
部
８
県
に
も
拡
大
、
当

初
予
定
を
前
倒
し
す
る
形
で
２
０
１
８
年

に
は
、
ほ
ぼ
全
国
を
カ
バ
ー
す
る
目
算
だ
。 

　

ち
な
み
に
、
同
国
の
小
包
配
達
市
場
の

規
模
は
２
０
１
６
年
で
約
２
０
０
億
バ
ー
ツ

（
約
６
５
０
億
円
）
と
い
ま
だ
小
粒
。
毎

年
10
～
20
％
と
二
桁
成
長
が
見
込
ま
れ

る
有
望
市
場
だ
が
、
ハ
ー
ド
ル
も
あ
る
。 

　

人
口
が
集
中
す
る
首
都
バ
ン
コ
ク
は
、

世
界
的
な
渋
滞
都
市
で
、
朝
夕
の
ラ
ッ
シ
ュ

時
や
雨
天
の
際
は
、
日
本
の
Ｇ
Ｗ
並
み
の

大
渋
滞
が
発
生
す
る
。
こ
の
状
況
で
は
「時

間
指
定
サ
ー
ビ
ス
」
は
無
理
で
、
当
日
配

送
す
ら
も
至
難
の
業
だ
。
さ
ら
に
、
前
述

の
と
お
り
、
日
本
に
比
べ
て
タ
イ
の
人
口

分
布
は
希
薄
。
点
在
す
る
山
間
部
の
小

集
落
ま
で
を
カ
バ
ー
す
る
に
は
、
採
算
度

外
視
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
可
能
性
も
あ

り
、
果
た
し
て
ど
こ
ま
で
網
の
目
を
張
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
、
悩
ま
し
い
と
こ
ろ
だ

ろ
う
。 

　

「全
国
配
送
網
が
完
成
す
れ
ば
、
当
然
、

枝
分
か
れ
を
増
や
し
、
網
の
目
を
張
り
な

が
ら
カ
バ
ー
率
を
高
め
て
い
き
ま
す
。
渋

滞
都
市
バ
ン
コ
ク
で
は
、
日
本
同
様
、
コ
ン

ビ
ニ
や
酒
屋
な
ど
で
も
気
軽
に
荷
物
を
受

け
付
け
る
利
便
性
を
実
現
し
て
、
取
扱

店
で
の
受
け
取
り
サ
ー
ビ
ス
も
含
め
、
お

客
様
の
選
択
権
を
増
や
す
こ
と
で
、
利
便

性
を
高
め
ら
れ
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　

地
方
で
は
、
Ｓ
Ｃ
Ｇ
の
支
店
網
を
活
用

す
る
こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
日
本
よ
り
も
国
土
の
広
い
場
所
で

宅
急
便
を
展
開
す
る
の
は
初
め
て
で
、
い

わ
ば
挑
戦
で
す
。
今
は
需
要
に
対
し
て
サ

ー
ビ
ス
網
が
追
い
つ
い
て
い
な
い
ほ
ど
で
す
」

　

と
、
濱
西
氏
は
意
欲
を
漲
ら
せ
る
。 

　

他
の
東
南
ア
ジ
ア
各
国
と
同
様
に
、
こ
の

国
で
も
Ｅ
Ｃ

（
ネ
ッ
ト
販
売
）
市
場
が
急

拡
大
し
て
い
る
。
２
０
１
６
年
に
中
国
・
ア

リ
バ
バ
グ
ル
ー
プ
の
傘
下
に
入
っ
た
、
東
南

ア
ジ
ア
最
大
の
Ｅ
Ｃ
モ
ー
ル

「
Ｌ
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｄ

Ａ

（ラ
ザ
ダ
）」
の
月
間
ビ
ジ
タ
ー
数
は
、

タ
イ
だ
け
で
３
６
２
０
万
人
に
上
る
。
Ｅ
Ｃ

を
追
い
風
と
し
て
、
宅
配
文
化
が
浸
透
す

れ
ば
、
花
卉
や
名
産
品
な
ど
を
遠
く
離

れ
た
相
手
に
届
け
る
と
い
う
、
新
し
い
贈

答
ビ
ジ
ネ
ス
も
数
多
く
誕
生
す
る
は
ず
で
、

宅
配
市
場
は
拡
大
の
一
途
が
予
想
で
き
る
。

　

加
え
て
、
同
国
と
国
境
を
接
す
る
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
マ
レ

ー
シ
ア
と
の
陸
送
に
よ
る
越
境
配
送
も
増

え
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
国
々
の
人
口
を

合
算
す
れ
ば
、
２
億
人
以
上
と
い
う
巨
大

市
場
が
広
が
る
。

　

２
０
１
７
年
、
ヤ
マ
ト
は
、
い
よ
い
よ
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
〝
本
丸
〞
に
橋
頭
堡
を
築
く
。

「日本品質」で臨む現地スタッフ達
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